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「赤十字ふれあいフェスティバル」が開催されました！！

5月11日（土）イオンモール盛岡（前潟）にて、第19回赤十字ふれあいフェスティバルが
開催されました。
県内の赤十字施設が一堂に会して、皆様に日頃の活動を体験していただきました。岩手県

赤十字血液センターでは献血模擬体験を行い、実際の献血の流れを皆様に体験して頂きまし
た。また、岩手県献血マスコットキャラクター「ココロンちゃん！」との記念撮影も行いま
した。沢山のご参加いただき、誠にありがとうございました！

5月11日（土）イオンモール盛岡（前潟）・イーハトーブ広場にて

開催された、第19回赤十字ふれあいフェスティバルの模様。
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ホームページでも閲覧できます。 H30年4月1日よりアドレスが変更になりました。

岩手県赤十字血液センターホームページ https://www.bs.jrc.or.jp/th/iwate/

Data
岩手県の献血・供給状況（4月）
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皆さんは献血された血液がどのような時に使用されているとお考えですか？

実際の輸血用血液製剤の使われ方をみると、約8割は病気の治療に使われています。特に、輸血用血液製剤の中
でも「血小板成分製剤」の約1割、「赤血球成分製剤」の約3割は悪性新生物（がん）の治療に、使用されていま
す。

現在、日本人の三大死因は悪性新生物、心疾患、脳血管疾患であり、その中でも悪性新生物は死因の1位となっ
ています。特に罹患するがんで多いものは、男性1位、女性2位と男女ともに大腸がんとなっています。大腸がんは
早期の段階では自覚症状はほとんどありませんが、進行すると血便や下血、貧血などの症状が現れます。貧血の有
無や種類を知る項目のとして赤血球（RBC）やヘモグロビン濃度（Hb）、ヘマトクリット値（Ht）があります。急
激にこれらの項目が低下していた場合、貧血だけでなく隠れている基礎疾患もあるかもしれません。この項目は献
血ご協力いただいた後にお送りしている検査サービス通知の項目にも含まれていますので、ぜひご活用ください。

（国立がん研究センター がん情報サービス https://ganjoho.jp/public/dia_tre/knowledge/basic.htmlより引用修正）

ご好評いただいております「リラクセ―ション」サービスは、
今年度も引き続き岩手リラクセーション学院様のご協力で実施しております！
詳細についてはホームページをご覧ください。

水曜日はリラクセ―ションサービス

＜＜ リラクセーション ＞＞
実施日時：水曜日（平日） 13:00～18:00
※お休みの場合もありますので、ご注意ください。
※献血のご協力をいただいた方をご案内しています。

お問い合わせ：0120-133-343（9:30～18:00）
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【献血状況】

全血献血は200ｍＬ換算で4,537本、400mL献血率

（400mL献血者数／全血献血者数）は94.1％でした。

400mL赤血球
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血小板製剤
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供給本数

4,233本

【供給状況】

血漿製剤は血漿成分献血からだけではなく、200mL献血

や400mL献血からも作られています。

（一般社団法人 日本輸血・細胞治療学会 http://yuketsu.jstmct.or.jpより引用修正）

（厚生労働省平成29年度人口動態統計特殊報告 平成27年都道府県別年齢調整死亡率の概況 www.mhlw.go.jpより引用修正）

献血後の

ご案内となります。

協力：岩手リラクセーション学院様
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